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　新鮮な野菜の販売や卵や豚汁の無料配布など多彩なイベントが行われる「ふるさ
とまつり」が11月19日、20日に役場駐車場をメイン会場として開かれました。
　今年は「酒々井ブランド創出会議」によるブランド提案商品が初披露。試食会も行
われ多くの方から感想をいただきました。今後は皆さんからいただいた意見等を参
考にし、商品化に向けて選考を進めていく予定です。

民生委員・児童委員表彰、町の１０大ニュース、振り込め詐欺にご注意、農業委

員選挙人名簿登載申請、入園・入学のご案内、子ども手当の申請期限、放射線

量測定器貸出、参加募集他

町長年頭挨拶、町の財政状況、所得税・住民税の制度一部改正、軽自動車の住

所変更、確定申告作成会場開設、二十歳になったら国民年金、「ねんきんネッ

ト」サービス、医療費と国保財政

◆発行・編集／酒々井町経営企画課　〒285－8510　千葉県印旛郡酒々井町中央台４－11　☎043（496）1171　◆毎月１回１日発行

人口と世帯数12月１日現在（前月比）　 人口21,212人（－25）　男10,712人（－13）　女10,500人（－12）　世帯数9,057世帯（－9）
　　　　　　　　　　　　　　　　  外国人登録人口269人　男118人　女151人　世帯数85世帯

酒々井町ブランド品はいかがでしょうか酒々井町ブランド品はいかがでしょうか
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町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
３
月
11
日
に
発
生
い

た
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
国
民
全
体
が
不
安
な
日
々
を

過
ご
し
、
町
民
の
皆
様
も
不
安

で
、
そ
し
て
ご
不
便
な
思
い
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
町
で
は
、

い
ち
早
く
学
校
施
設
の
耐
震
化
に

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
り
、

震
災
発
生
前
に
小
中
学
校
の
耐
震

化
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成

し
た
こ
と
で
、
将
来
を
担
う
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
町
長
と
し
て

な
に
よ
り
安あ
ん
ど堵

し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ま
た
改
め
て
、
町
民
の
皆
様

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
就
任
２
期
目
も
中

盤
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
経
営
に
努

め
、
職
員
の
意
識
改
革
と
行
財
政

改
革
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち

へ
の
財
政
基
盤
づ
く
り
を
行
い
な

が
ら
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
特
に
子
育
て
支
援
、
安
全
・
安

心
や
高
齢
者
、
障
害
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
し
た
こ
と

は
、
生
活
に
身
近
で
質
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
が
、
一
歩
前
進
し
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、
町
民
の
皆
様
の

生
活
に
身
近
で
、
小
さ
な
町
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
小
回
り
の
利
く
施

策
に
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
質
を
高
め
、
町
民
満
足
度
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

◎
学
校
耐
震
化
率
１
０
０
％
達
成

　
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
と

大
規
模
改
造
工
事
を
進
め
、
酒
々

井
小
学
校
北
校
舎
、
大
室
台
小
学

校
管
理
・
普
通
教
室
棟
、
酒
々
井

中
学
校
体
育
館
お
よ
び
管
理
・
普

通
教
室
棟
の
耐
震
補
強
工
事
が
完

了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
率
は
、
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
な
お
、
３
月
ま
で
に
は
保
育
施

設
の
耐
震
化
も
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
る
よ
う
耐
震
化
工
事
を
進

め
て
お
り
、
さ
ら
に
町
内
す
べ
て

の
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
き
ま

し
て
も
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
保
育
環
境
の
整
備
充
実

　
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
民
間

保
育
園
の
建
設
に
対
し
て
補
助
を

行
い
、
４
月
か
ら
は
、
そ
の
保
育

園
へ
の
保
育
委
託
を
開
始
す
る
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

◎
高
齢
者
・
障
害
者
に
や
さ
し
い

　
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

　
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
自
由
通
路
西
口

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
２
月
に
完
成

し
、
Ｊ
Ｒ
、
京
成
両
酒
々
井
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
促
進
さ
れ
る

な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
が
実
現

し
ま
し
た
。

◎
協
働
に
よ
る
防
犯
対
策
の
成
果

　
し
す
い
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
「
ブ

ル
ド
ッ
ク
ス
」
を
は
じ
め
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
13
年
に

８
１
８
件
あ
り
ま
し
た
酒
々
井
町

に
お
け
る
犯
罪
発
生
件
数
が
、
平

成
22
年
に
は
４
０
１
件
に
半
減
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
民
の
皆
様
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
の
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
第
５
次
総
合
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
懇

談
会
等
を
通
じ
、
町
民
の
皆
様
か

ら
町
の
課
題
や
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
様
々
な
ご
意
見
や
ご

提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

耐震化された酒々井小学校北校舎

ＪＲ酒々井駅西口エレベーター
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小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

生
活
に
身
近
で
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

本
年
に
向
け
て

酒々井町長

小坂 泰久



参考：あみプレミアムアウトレット

アウトレットモールのイメージ

安全・安心づくり…高齢者福祉、防災・防犯、まちづくり
魅力づくり…子育て・教育、産業振興、交流人口の増加
健康づくり…心と身体の健康、生涯学習、住みよい暮らし

　
こ
の
計
画
の
期
間
は
、
平
成
24

年
度
を
初
年
度
と
し
、
平
成
33
年

度
ま
で
の
10
年
間
で
、
前
期
、
後

期
そ
れ
ぞ
れ
５
か
年
の
基
本
計
画

を
定
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
前
期
基
本
計
画
で
は
、
基
本
構

想
で
示
さ
れ
た
基
本
理
念
「
み
ん

な
が
主
役
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
」
に
基
づ
い
た
、「
人
　

自
然
　
歴
史
が
調
和
し
た
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
　
酒
々
井
」
を
将
来

都
市
像
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向

け
６
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
そ

の
目
標
に
沿
っ
た
重
点
施
策
を

「
安
全
・
安
心
」「
魅
力
」「
健
康
」

の
３
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
進
展
や
社
会
環
境

の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
よ
り
、「
持
続
可
能
で
自
立
し

た
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
活
動
や

住
民
参
加
意
欲
に
応
え
る
と
と
も

に
、
協
働
に
つ
い
て
の
町
全
体
の

機
運
を
高
め
、
町
民
、
区
や
自
治

会
の
皆
様
と
町
と
の
強
い
信
頼
関

係
を
持
っ
て
力
を
合
わ
せ
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
、
少
子
高
齢
化

の
中
で
も
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高

い
住
み
や
す
い
町
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
耐
震
化
に
続
き
、
小
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
は
じ

め
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
国

際
化
す
る
社
会
へ
の
対
応
や
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
日
本
文
化
発
信
の

た
め
、
中
学
生
の
国
際
交
流
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
小
学
６
年

生
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
し
た
子
ど

も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

中
学
3
年
生
ま
で
の
入
院
費
を
助

成
対
象
と
し
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
増
床
支
援
な
ど
、
高
齢
者
施
策

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　（
仮
称
）
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
お
よ
び
酒
々
井
南
部
地
区

新
産
業
団
地
に
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
つ
き

ま
し
て
は
、
い
ず
れ
も
、
平
成
25

年
春
に
そ
れ
ぞ
れ
、
開
設
・
開
業

の
予
定
で
現
在
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、
町
に

と
っ
て
は
、
交
通
利
便
性
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
固
定
資
産
税
な
ど

の
税
収
増
、
空
港
圏
と
し
て
の
地

域
活
性
化
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
町
に
は
、
本
佐
倉
城
跡
だ
け
で

な
く
、
平
安
末
期
の
有
力
者
の
支

配
地
「
印
東
荘
」（
い
ん
と
う
の

し
ょ
う
）
の
中
心
で
あ
っ
た
酒
々

井
の
各
地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

物
語
な
ど
、
町
の
歴
史
的
な
文
化

遺
産
や
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
町
独
自
の
特
性
や

強
み
を
核
と
し
て
最
大
限
に
情
報

を
発
信
し
、
さ
ら
に
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
を
取
り
込
み
、
共
生
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
将
来
「
酒
々
井
」
の
名
は
世

界
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
得
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の

も
と
、
高
齢
化
の
時
代
に
あ
っ
て

も
将
来
に
希
望
の
持
て
る
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
に

身
近
で
、
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
、
小
回
り
の
利
く
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
後
も
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
皆
様
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

前期基本計画重点施策の３つのテーマ

持

続
可能
なまちづく

り安全・安心
づくり

健　康
づくり

魅　力
づくり

自立のまち

協働

（仮称）酒々井ＩＣイメージ
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　一般会計の決算　　2億1,345万円の黒字に

　平成22年度の一般会計決算は、歳入が66億4,603万

円（前年度比10.9％増）、歳出は63億7,895万円（前年

度比12.5％増）でした。歳入歳出の差引額から、平成

23年度で引き続き実施する事業に使う財源5,363万円

を差し引いた2億1,345万円が黒字となりました。

　歳　入　町税が減少、地方交付税が増加

　歳入の約４割を占める町税は、固定資産税が増加し

ましたが景気低迷の影響から個人町民税が減少したた

め8,273万円（3.2％）減少しました。地方交付税は、

町税の減少などにより1億4,012万円（15.9％）増加し

ました。国庫支出金は子ども手当や小・中学校耐震補

強および大規模改造工事の実施により3億4,669万円

（39％）の増加、県支出金は認定こども園整備事業な

どにより1億5,911万円（47.4％）増加しました。

　歳　出　民生費、土木費、教育費が増加

　歳出は、民生費が子ども手当、認定こども園整備事

業補助金などにより3億4,037万円（33.2％）増加、土

木費は酒々井インターチェンジアクセス道路関連事業

などにより1億505万円（22.1％）増加、教育費は小・

中学校耐震補強および大規模改造工事、小・中学校Ｉ

ＣＴ環境整備事業などにより3億2,095万円（30.7％）

増加しました。

問い合わせ　財政課財政班☎　２３２

※水道事業会計は、上下水道課水道事業班☎（４９

６）７７２５

財政の健全性を示す５つの指標

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、４つの健全化判断基準および公営企業の資金

不足比率をお知らせします。

　平成22年度の指標はいずれも基準を下回り、健全性が保たれていることを示しています。今後も、健全な財

政運営に努めていきます。

①実質赤字比率・・・・普通会計（一般会計）を対象とした実質赤字を比率化したもの。
②連結実質赤字比率・・全会計を対象とした実質赤字を比率化したもの。
③実質公債費比率・・・町が負担する公債費（公営企業や一部事務組合を含む）を比率化したもの。
④将来負担比率・・・・町が将来負担する実質的な負債（借入金残高等）を比率化したもの。
⑤資金不足比率・・・・公営企業の資金不足を比率化したもの。

の財政状況の財政状況町
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

（平成22年度決算）

※「－」は収支が黒字のため、赤字額、資金不足額がないことを意味します。

（％）健全化判断比率 （％）資金不足比率　⑤

区　　分

実質赤字比率　　①

連結実質赤字比率②

実質公債費比率　③

将来負担比率　　④

健全化
判断比率

―※

―※

06.1

00.2

早期健全
化基準

15.0

20.0

25.0

350.0

財政
再生基準

20.0

40.0

35.0

区　分

下水道事業

水道事業

資金不足比率

―※

―※

早期健全化基準

20.0

20.0

決算の概況（一般会計）
　皆さんに納めていただいた税金をはじめ、国や県の補助金、借入金などを財源として、子どもから

高齢者まですべての人たちがいきいきと安心して暮らせる「コンパクトシティー酒々井」を目指し

て、いろいろな事業を行いました。
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一般会計【歳入】 一般会計【歳出】

特別会計

区　　　　　分 歳　　　　　入 歳　　　　　出

2 2 億 6 , 0 8 5 万 円
3 億 2 , 5 4 2 万 円

5 5 5 万 円
9 億 5 , 1 5 6 万 円
1 億 3 , 1 5 1 万 円

2 1 億 2 , 3 4 3 万 円
3 億    4 9 6 万 円

3 6 4 万 円
8 億 9 , 4 1 8 万 円
1 億 3 , 0 6 9 万 円

国 民 健 康 保 険
下 水 道 事 業
老 人 保 健
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

その他　3億29万円

衛生費
4億5,114万円

消防費
4億5,061万円

土木費
5億8,121万円

公債費
6億4,861万円

民生費
13億6,495万円

総務費
12億1,453万円

教育費
13億6,761万円

平成22年度　主な事業

町税
25億2,996万円

地方交付税
10億2,154万円

国庫支出金
12億3,451万円

県支出金
4億9,494万円

町債
5億1,630万円

繰入金   3,507万円

その他
8億1,371万円

歳入総額
66億4,603万円

歳出総額
63億7,895万円

※資本的支出額に対して資本的収入額が不足する額は内部留保資金等で補てんされます。

水道事業会計

収 益的収入 4 億 8 , 7 0 4 万 円 3 億 6 , 9 1 7 万 円

資本的収入

収益 的 支 出

資本 的 支 出1 , 1 8 3 万 円 2 億   2 4 5 万 円

【保健福祉】

・子ども手当支給事業
・子ども医療費助成事業　　　　　　  
・予防接種事業　　　　　　　　　

【教育文化】

・小中学校耐震化・大規模改造事業
・生涯学習推進事業

【生活環境】

・消防・防災事業
・安全・安心パトロール事業

3億1,819万円
3,537万円
2,751万円

5億2,681万円
379万円

4,461万円
800万円

【都市基盤】

・地域活性化事業（酒々井IC関連）
・交通施設バリアフリー化事業
・防犯街灯整備事業

【産業経済】

・ちびっこ天国運営事業
・中小企業資金融資事業

【地域社会と行財政】

・交流サロン運営事業
・庁舎改修事業

1億7,813万円
8,077万円
1,659万円

363万円
304万円

553万円
2,003万円
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①
年
少
扶
養
親
族
（
年
齢
16
未
満

の
扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控

除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
は
、
年
齢
16
歳
以

上
の
扶
養
親
族
と
な
り
ま
し
た
。

②
年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
者

に
対
す
る
扶
養
控
除
に
つ
い
て

は
、
上
乗
せ
部
分
（
25
万
円
）
が

廃
止
さ
れ
、
扶
養
控
除
の
額
が

38
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
特
定
扶
養
親
族

の
範
囲
は
、
年
齢
19
歳
以
上
23
歳

未
満
の
扶
養
親
族
と
な
り
ま
し
た
。

③
扶
養
控
除
の
改
正
に
伴
い
、
扶

養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者

が
同
居
の
特
別
障
害
で
あ
る
場
合

は
、
控
除
額
に
35
万
円
を
加
算
す

る
措
置
に
代
え
て
、
同
居
特
別
障

害
者
に
対
す
る
障
害
者
控
除
の
額

が
75
万
円
（
改
正
前
40
万
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
年
中
の
、
公
的
年
金
等
の

収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
年
分
の
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

医
療
費
控
除
を
加
え
る
な
ど
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
所
得
税
の
確
定

申
告
が
不
要
な
場
合
で
あ
っ
て
も

住
民
税
の
申
告
は
必
要
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
住
民
税
班

☎

１
１
２
・
１
１
３ 

　軽自動車税は、その車やバイクを

乗っているところ、あるいは置いてあ

るところ（定置場）の市区町村で課税

されることとなっています。

〈表１〉年齢別の扶養控除額
扶
養
控
除
等
の
改
正

所
得
税
・
住
民
税
の
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

控除対象扶養
親族の年齢

現行の控除額 改正後の控除額

所得税
（平成22年分まで）

住民税
（平成23年度まで）

所得税
（平成23年分から）

住民税
（平成24年度から）

16 歳未満 38 万円 33 万円 控除対象外（廃止）

16 歳以上
19 歳未満 63 万円 45 万円 38 万円 33 万円

19 歳以上
23 歳未満 63 万円 45 万円 63 万円

（変更なし）
45 万円

（変更なし）

年
金
所
得
者
の
申
告
の
簡
素
化

車　種 手続場所 持参するもの

原付自転車
（125CC 以下）

転出先の市区町村の
軽自動車税担当課

ナンバー、印鑑、
標識交付証明書

軽自動車
（４輪）

転出先を管轄する軽
自動車検査協会

車検証、住民票、
印 鑑、 自 賠 責、
ナンバー

２輪小型自動車
（126CC 以上）

転出先を管轄する運
輸支局

車検証、住民票、
印 鑑、 自 賠 責、
ナンバー

63万円

38万円

58万円 

48万円 

～15歳  16歳 ～ 18歳  19歳～22歳  23歳              ～               69歳   70歳～

上乗せ部分
25万円

年少扶養
親族

特定扶養
親族

一般扶養
親族

一般扶養親族
老人扶養
親族

同居老親等加算

控除額（※） ※控除額は所得税ベース

【廃止】

【廃止】

年齢

扶　養　親　族

控除対象扶養親族

〇扶養控除の改正の概要（平成23年分所得税、平成24年度住民税から適用）

　酒々井町ナンバーや千葉ナンバーをつけたまま町外・

県外に転出した場合などは、下表を参照のうえ、必ず住

所変更の手続きをしてください。

問い合わせ　税務課住民税班☎ １１２
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酒
々
井
町
を
所
管
し
て
い
る
成

田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期
間

（
２
月
16
日
～
３
月
15
日
）
に
先

が
け
、
平
成
23
年
分
の
所
得
税
・

贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確
定
申

告
書
作
成
・
提
出
会
場
を
次
の
と

お
り
設
置
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
町
中

央
公
民
館
で
も
申
告
会
場
を
設
置

し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
２
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
　
場
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
イ

ン
グ
土
屋
24
）

期
　
間
　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

２
月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈭

　
な
お
、
イ
オ
ン
会
場
で
は
、
２

月
19
日
㈰
、
２
月
26
日
㈰
に
限
り

休
日
開
場
し
ま
す
。

時
　
間
　
受
付
９
時
～
16
時
（
提

出
は
17
時
ま
で
）
相
談
は
、
９
時

～
17
時

※
９
時
か
ら
10
時
ま
で
は
立
体
駐

車
場
３
階
の
連
絡
通
路
か
ら
入
る

２
階
「
Ｃ
」
入
口
が
専
用
口
に
な

り
ま
す
。

※
12
時
か
ら
13
時
の
間
は
、
職
員

が
交
代
で
相
談
に
あ
た
る
た
め
、

多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
　
京
成
成
田
駅
６

番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
乗
車
、
ジ
ャ

ス
コ
・
イ
オ
ン
前
で
下
車

★
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
土
・

日･

祝
日
を
除
き
、
成
田
税
務
署

内
で
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。
成

田
税
務
署
内
に
確
定
申
告
書
の
作

成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
こ
と

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
納
税
証
明
書
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
成
田
の
会
場
で
は
発
行
し
て
い

ま
せ
ん
。
成
田
税
務
署
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
に
は
、
納

税
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財
等

に
被
害
を
受
け
た
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
分
ま
た
は
平
成
23

年
分
の
い
ず
れ
か
の
年
分
を
選
択

し
て
、
軽
減
等
の
措
置
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
な
ど
の
説
明
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
税
務
署
へ
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
成
田
税
務
署

☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

※
電
話
は
自
動
音
声
で
お
受
け

し
、
用
件
に
応
じ
て
担
当
者
が
お

答
え
し
ま
す
。

税
務
課
住
民
税
班
☎

１
１
２
・

１
１
３

　
学
生
や
自
営
業

者
な
ど
の
方
で

二
十
歳
に
な
っ
た

方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
二
十
歳
の
誕
生
月
（
１
日
生
ま

れ
の
方
は
前
月
）
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
封
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
同
封
さ
れ
た
書
類
「
国
民
年

金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」
に

記
入
し
、
住
民
課
年
金
班
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
）
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
生
じ
ま

す
。
納
付
さ
れ
る
方
は

①
付
加
保
険
料
を
追
加
す
る

②
前
納
で
納
付
す
る

③
口
座
振
替
で
納
付
す
る

こ
と
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

納
付
が
困
難
な
場
合
は

・�

学
生
の
方
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）
を
お
持
ち
の
う
え
「
学
生

納
付
特
例
申
請
書
」

・�

自
営
業
者
な
ど
の
方
は
「
免

除
・
猶
予
申
請
書
」

を
「
資
格
取
得
届
書
」
と
併
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
す
る
な
ど
「
万

が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年

金
制
度
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
年
金
班

☎

１
２
１
・
１
２
２

　e�-�Taxとは、国税電子申告・納税シ

ステムのことで、自宅や会社、税理士事

務所からインターネットを利用して、確

定申告はもちろん、申請や納税等ができ

る大変便利なシステムです。

　e�-�Taxを利用して申告をすると、添

付書類を省略できたり、還付金が早く

返ってくるなどのメリットがあります。

毎年確定申告をする方やお忙しい方な

ど、会場に足を運ぶことなく、大変便

利です。ぜひご利用くだい。詳しくは、

国税庁ホームページ（http://www.nta.

go.jp/）をご覧のうえ、ご利用ください。

　インターネットを利用して、いつで

も新しい年金記録が確認できる「ねん

きんネット」サービスに、年金見込額

を試算する機能が追加されましたの

で、ぜひご利用ください。

※「ねんきんネット」を利用する場合

は、自宅等のパソコン（携帯電話不可）

を使用し、日本年金機構ホームページ

（http://www.nenkin.go.jp/） か ら 登

録を行い、専用のユーザーＩＤを取得

していただく必要があります。

問い合わせ　住民課年金班

☎ １２１・１２２

自宅などから申告できます
便利でカンタンな e-Ｔax

「ねんきんネット」サービスで
年金見込額が試算できます

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
!

2
月
1
日
か
ら
確
定
申
告
作
成
会
場
を
開
設

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
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平
成
22
年
度
の
医
療
費
（
０
歳

か
ら
74
歳
ま
で
）
は
、
18
億
３
，

３
５
１
万
８
千
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
率
で
は
5.6

パ
ー
セ
ン
ト
、
金
額
で
は
９
，

７
０
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

２
８
３
，
９
１
４
円
で
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
3.9
パ
ー
セ
ン
ト
、

１
０
，６
２
３
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
医
療
費
が
増
え
る
要
因
は
、
医

療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
る
診
療

費
用
の
増
加
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
長
期
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性

疾
患
患
者
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　〈
グ
ラ
フ
１
〉
は
、
１
人
当
た

り
の
年
度
別
の
医
療
費
を
示
し
た

も
の
で
す
。

　
近
年
の
伸
び
は
著
し
く
、
平
成

18
年
度
か
ら
22
年
度
の
４
年
間
で

６
４
，
７
６
３
円
も
増
加
し
、
国

民
健
康
保
険
財
政
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　〈
グ
ラ
フ
２
〉
は
、
診
療
内
容

別
の
金
額
と
構
成
割
合
の
内
訳
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
医
療
費
が
今
後
増
え
て
い
く
こ

と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

国
保
税
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
財
源
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療

費
が
増
え
れ
ば
国
民
健
康
保
険
財

政
を
圧
迫
し
、
国
保
税
の
引
き
上

げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
医
療
費
の
節
約
の
ポ

イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

①
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
定
期
的

な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
生
活
習
慣
病
の
予
防
が
不
可
欠

で
す
。
日
頃
か
ら
の
食
生
活
・
運

動
・
休
養
に
十
分
心
が
け
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

②
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う　
病
気
に
な
っ
て
、
ど
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
ら
よ
い
か
迷
う
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
の
た
め
に
も
信
頼
の
で
き

る
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　
自
分
の
判
断
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
医
療
機
関
を
巡
っ
て
し
ま
い
結

果
的
に
医
療
費
が
多
額
に
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

③
医
療
機
関
へ
は
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
診
療
時
間
外
に
受
診
す
る
と
、

本
来
の
診
療
費
の
ほ
か
に
別
料
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
緊
急
時
以
外

は
、
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
薬
が
処

方
さ
れ
て
い
る
方
は
、
薬
の
重
複

や
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
副
作
用
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
か
か
り
つ

け
の
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
代
も
節
約
で
き
ま
す

　
医
療
費
の
約
２
割
が
薬
代
（
調

剤
）
で
す
。
※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に
変
更
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
長
く
飲
み

続
け
る
場
合
な
ど
は
、
相
当
な
節

約
に
な
り
ま
す
。
処
方
せ
ん
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
（
20
～
25
年
）
満
了

後
に
発
売
さ
れ
、
新
薬
と
同
じ
効

き
目
で
、
価
格
は
新
薬
の
約
３
割

か
ら
７
割
相
当
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
班

☎

１
２
３

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
費
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
国
保
財
政
を
圧
迫

１人当たりの医療費の推移（０歳～74歳）
（円）

290,000

270,000

250,000

230,000

210,000
18年度

219,151

222,634

酒々井町

千葉県平均

19年度

237,979

237,753

20年度

246,153

247,737

21年度

273,291

257,331

22年度

283,914

22年度診療内容別金額・構成割合
（　）内は21年度値

入院
　6億5,303万1千円
（6億4,396万円）

　1億5,422万1千円
（1億4,365万6千円）

　3億5,037万6千円
（3億3,822万6千円）

その他　2,361万2千円
　　　（2,434万5千円）

　6億5,227万8千円
（5億8,630万1千円）

入院外（外来）

歯科

調剤（薬代）

35.6％（37.1％）

8.4％（8.3％）

19.1％（19.5％）

　1.3％
（1.4％）

35.6％（33.7％）

〈グラフ１〉

〈グラフ２〉
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医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト



　「
平
成
23
年
度
全
国
社
会
福
祉

大
会
」
が
11
月
18
日
に
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
、町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
山
口
洪
子
さ
ん
が
、

多
年
に
わ
た
る
民
生
児
童
委
員
活

動
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
社
会

福
祉
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
か
ら

27
年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
務
め
、
現
在
も
地
域

の
方
々
の
よ
き
相
談
者
と
し
て
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　「
第
61
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大

会
」
が
11
月
14
日
に
千
葉
県
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
、町
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
吉
田
義
雄
さ
ん
、
田

熊
靖
司
さ
ん
、
篠
原
三
郎
さ
ん
、

赤
羽
剛
さ
ん
、
河
合
貞
枝
さ
ん
、

土
𣘺
繁
明
さ
ん
、
大
岡
佳
代
さ
ん

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

と
し
て
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら
10

年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
務
め
、今
回
の
受
賞
は
、

多
年
に
わ
た
る
民
生
児
童
委
員
活

動
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

吉
よし

田
だ

　義
よし

雄
お

さん
（上本佐倉）

河
かわ

合
い

　貞
さだ

枝
え

さん
（東酒々井２丁目）

土
ど

𣘺
ばし

　繁
しげあき

明さん
（東酒々井３丁目）

篠
しのはら

原　三
さぶろう

郎さん
（飯　積）

赤
あか

羽
ば

　剛
つよし

さん
（東酒々井１丁目）

山
やま

口
ぐち

　洪
ひろ

子
こ

さん
（酒々井）

田
た

熊
ぐま

　靖
きよ

司
し

さん
（上本佐倉）

大
おおおか

岡　佳
か よ

代さん
（東酒々井５丁目）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

千
葉
県
社
会
福
祉

協
議
会
長
表
彰
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こんなこと
が

ありました 町の ニュース10大10大町の ニュース10大町の ニュース2011年2011年2011年 111111111110大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の町の 0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大0大
6 住宅リフォーム補助金制度を導入

 　　　　　　　　　　　　　（６月）6 住宅リフォーム補助金制度を導入
 　　　　　　　　　　　　　（６月）

7 東北地方太平洋沖地震による居住家屋の
被害者に見舞金を支給開始　　（６月）7 東北地方太平洋沖地震による居住家屋の東北地方太平洋沖地震による居住家屋の東北地方太平洋沖地震による居住家屋の
被害者に見舞金を支給開始　　被害者に見舞金を支給開始　　被害者に見舞金を支給開始　　

8 酒々井中学校の野球部・陸上部・剣道部の
生徒が関東大会に出場 （７月・８月）

10

8 酒々井中学校の野球部・陸上部・剣道部の酒々井中学校の野球部・陸上部・剣道部の
生徒が関東大会に出場 （７月・８月）生徒が関東大会に出場 （７月・８月）

9 太陽光発電システム設置費用補助制度
を導入　　　　　　　　　　（11月）

60歳を迎えた方々を対象に「盛年式」
を開催　　　　　　　　　　（12月）

こんなこと
が

ありました

1 小中学校の耐震補強工事が完了、耐震
化率100％達成　　　　　　（２月）1 小中学校の耐震補強工事が完了、耐震小中学校の耐震補強工事が完了、耐震
化率100％達成　　　　　化率100％達成　　　　　

2 「酒々井町耐震改修促進計画」を策定
　　　　　　　　　　　　　（３月）2 「酒々井町耐震改修促進計画」を策定「酒々井町耐震改修促進計画」を策定「酒々井町耐震改修促進計画」を策定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3 ＪＲ酒々井駅西口に大型食品スーパー
がオープン　　　　　　　（４月）3 ＪＲ酒々井駅西口に大型食品スーパーＪＲ酒々井駅西口に大型食品スーパーＪＲ酒々井駅西口に大型食品スーパー
がオープンがオープンがオープン

4 町議会議員選挙で町民の代表16人が
決定　　　 　　　　　　 　 （４月）4 町議会議員選挙で町民の代表16人が
決定　　　 　　　　　　 

5 地震ハザードマップを作成、各家庭に
配布　　　　　　　　　　　（５月）

H24.  1.  1 9

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、
個

人
情
報
を
入
手
し
、
家
族
の
名
前

を
出
し
て
信
用
さ
せ
、
事
件
や
事

故
な
ど
気
を
動
転
さ
せ
る
こ
と
を

言
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

た
と
こ
ろ
に
、
時
間
が
な
い
か
ら

す
ぐ
に
お
金
を
渡
し
て
、
ま
た
は

振
り
込
ん
で
と
要
求
し
、
考
え
る

時
間
を
与
え
ず
に
お
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
す
る
の
が
振
り
込
め
詐

欺
の
手
口
で
す
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
は
、
警
察
官

を
名
乗
る
ケ
ー
ス
、
還
付
金
詐
欺

で
は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
や
保

健
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
ケ
ー
ス
、

架
空
請
求
詐
欺
で
は
、
有
料
サ
イ

ト
利
用
料
金
の
詐
欺
の
ケ
ー
ス
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

〈
警
察
官
を
名
乗
る
〉

　「
○
○
警
察
署
の
×
×
で
す
。

個
人
情
報
が
流
出
し
て
あ
な
た
の

カ
ー
ド
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
カ
ー
ド
を
取
り
替
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
銀
行

協
会
の
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
カ

ー
ド
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
」

〈
借
金
返
済
〉

　「
消
費
者
金
融
か
ら
２
０
０
万

円
を
借
り
た
ん
だ
け
ど
、
今
日
の

午
後
２
時
半
ま
で
に
返
済
す
る
た

め
に
振
り
込
ま
な
い
と
い
け
な

い
。
間
に
合
わ
な
い
と
会
社
に
連

絡
す
る
と
言
わ
れ
、
会
社
に
ば
れ

た
ら
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
具

合
が
悪
く
て
今
病
院
に
い
る
か

ら
、
代
わ
り
に
振
り
込
ん
で
お
い

て
く
れ
な
い
か
な
」

〈
妊
娠
中
絶
示
談
金
〉

　「
女
の
人
を
妊
娠
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
人
に
は
、
旦
那
が
い

て
、
病
院
で
調
べ
た
ら
自
分
の
子

だ
と
わ
か
っ
た
。
手
術
費
用
と
慰

謝
料
で
３
０
０
万
円
必
要
で
、
期

限
が
今
日
ま
で
な
ん
だ
。
払
わ
な

い
と
法
的
措
置
を
と
る
と
言
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
必
ず
返
す
か
ら
お

金
貸
し
て
く
れ
な
い
か
な
」

〈
横
領
補
て
ん
金
〉

　「
会
社
の
先
輩
に
進
め
ら
れ
て

株
を
や
っ
た
ん
だ
け
ど
、
会
社
の

金
を
使
っ
ち
ゃ
っ
て
、
上
司
に
ば

れ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
中
に
返
さ

な
い
と
ク
ビ
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
な
」

◎
お
金
を
要
求
す
る
怪
し
い
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
い
っ
た
ん

電
話
を
切
っ
て
、
本
人
に
電
話

（
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
と
言
わ

れ
た
場
合
は
元
の
電
話
番
号
）
を

か
け
直
し
た
り
、
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

◎
留
守
番
電
話
に
す
る
こ
と
で
、

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も

冷
静
に
対
応
で
き
、
録
音
し
た
声

　次のとおり移動交番を開設して

各種届出の受理や周辺の警戒、巡

回パトロール等を行い、地域の実

情に沿った情報発信や犯罪抑止活

動を行います。

開設日時

１月11日㈬　10時30分～12時

１月18日㈬　14時～15時30分

１月25日㈬　10時30分～12時

場　所　駅前交流センター（JR

酒々井駅東口広場）

※事情により開設できない場合も

あります。�

問い合わせ　佐倉警察署移動交番

係☎（４８４）０１１０

を
証
拠
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

手
渡
し
で
受
け
取
る
手
口
が
増
え

て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
人
に
現
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
家
族
で
普
段
か
ら
連
絡
を
取
り

あ
い
ま
し
ょ
う
。
様
子
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
不
審
な
点
に
気
づ
き

ま
す
。
ま
た
、
電
話
の
相
手
に
家

族
し
か
知
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

・�

佐
倉
警
察
署
☎
（
４
８
４
）

０
１
１
０

・�

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
消
費

生
活
相
談
日
　
毎
月
第
１
・
３

金
曜
日
　
10
時
～
15
時

・
産
業
課
商
工
観
光
班
☎

１
４
４

・�

千
葉
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
７
（
４
３
４
）
０
９
９
９

　�

受
付
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
９

時
～
16
時
30
分
、
土
曜
日
　
９

時
～
16
時

※
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
選

挙
資
格
を
調
査
し
調
製
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
分
名
簿
登
載
申
請
書

の
配
布
、
回
収
に
つ
い
て
各
地
区

の
農
業
委
員
、
農
家
組
合
長
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
10
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
要
件

■
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■�

平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

■
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
方

②�

①
の
方
と
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す

る
方

③�

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組

合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ

っ
て
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
方

　
こ
の
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会

で
審
査
し
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
が
不
足
し
た

り
、
届
い
て
い
な
い
方
は
、
地
元

の
農
業
委
員
、
農
家
組
合
長
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務

局
☎

１
６
１
、
総
務
課
内
選
挙

管
理
委
員
会
☎

２
１
３

今月の移動交番

こ
ん
な
電
話
は
振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

ま
ず
確
認
！ 

あ
わ
て
な
い
で
相
談
を

選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
は
、

１
月
10
日
ま
で
に

10



�

４
月
１
日
か
ら
入
園
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
受

付
お
よ
び
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
必
要
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
希
望
す
る

保
育
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
各
保
育
園
、
こ
ど
も
課

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
中
央
保
育
園
　
１
月
17
日
㈫
　

13
時
30
分
～
17
時

●
岩
橋
保
育
園
　
１
月
18
日
㈬
、

19
日
㈭
　
13
時
30
分
～
17
時

●
昭
苑
保
育
園
　
次
の
日
時
の
中

で
、
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
15
分
単
位
　
１
月
12
日

㈭
、
13
日
㈮
　
10
時
～
12
時
、
13

時
～
15
時

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
昭
苑
保
育

園
☎
（
３
１
２
）
４
７
９
７

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
１

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
（
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保
護

者
の
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
学
通
知
書
を
説
明
会

当
日
に
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
会
場
と
も
駐
車
場
が

少
な
い
た
め
、
車
で
の
来
校
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
各
自
で
上
履
き
と
筆

記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
酒
々
井
小
学
校
区
】

日
　
程
　
１
月
27
日
㈮

受
　
付
　
９
時
30
分
～
９
時
50
分

会
　
場
　
酒
々
井
小
学
校
３
階
ラ

ン
チ
ル
ー
ム

【
大
室
台
小
学
校
区
】

日
　
程
　
１
月
20
日
㈮

受
　
付
　
９
時
40
分
～
９
時
55
分

会
　
場
　
大
室
台
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

☎

３
１
２

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
身

近
な
生
活
環
境
等
の
放
射
線
量
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

放
射
線
量
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

貸
出
対
象
者

①�

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
事
業
者

②�

町
内
に
固
定
資
産
（
土
地
、
建

物
等
）
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

事
業
者

貸
出
日
時
　
毎
週
月
曜
～
金
曜
日

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
　

原
則
３
時
間
単
位

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

貸
出
台
数
　
１
回
に
つ
き
１
台

申
請
に
必
要
な
も
の

・
町
放
射
線
測
定
器
貸
出
申
請
書

・�
①
の
方
は
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
を
提
示

・�

②
の
方
は
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
の
写
し
を
提
出

※
申
請
書
は
役
場
西
庁
舎
１
階
の

生
活
環
境
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

貸
出
方
法

・�

貸
し
出
し
は
生
活
環
境
課
窓
口

で
行
い
ま
す
。（
返
却
も
同
様
）

・�

貸
出
の
優
先
順
位
は
申
請
の
受

付
順
と
な
り
ま
す
。

・�

貸
出
日
は
申
請
時
点
で
空
い
て

い
る
希
望
日
か
ら
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項

・�

測
定
器
は
大
気
中
の
放
射
線
量

を
測
定
す
る
簡
易
な
も
の
で
、

地
表
や
植
物
等
の
測
定
を
目
的

と
し
た
機
器
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・�

営
利
や
転
貸
を
目
的
と
す
る
貸

し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

測
定
器
を
損
傷
ま
た
は
紛
失
し

た
と
き
は
、
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
損
害
を
賠
償
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

・�

測
定
器
の
貸
し
出
し
を
受
け
た

方
は
、測
定
結
果（
測
定
値
等
）

の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

☎

３
４
１
～
３
４
３

平
成
24
年
度 

入
園
・
入
学
の
ご
案
内

保
育
園
入
園
案
内

小
学
校
入
学
説
明
会

放
射
線
量
測
定
器
を
貸
し
出
し
ま
す

　平成23年10月分からの子ども手

当は、「平成23年度における子ど

も手当の支給等に関する特別措置

法」に基づき、平成24年２月10日

㈮に支給されます。

　この日に支給を受けるために

は、昨年の10月下旬に郵送した

「子ども手当認定請求書」を１月

13日㈮までに、こども課へ提出し

てください。

　なお、平成23年10月分にさかの

ぼって支給できる締切日は平成24

年３月31日です。

　４月１日以降に提出した場合

は、申請月の翌月分からの支給と

なります。

　まだ提出していない方は早めに

認定請求書を提出してください。

　ご不明な点は、お問い合わせく

ださい。

問い合わせ　こども課子育て支援

班☎ ３７３　

子ども手当の
申請は済んで
いますか

H24.  1.  1 11



「協働のまちづくり研修会」

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
宛

先
　
〒
２
８
５
‐
０
９
２
２
　
中

央
台
４
‐
10
‐
１
　
中
央
公
民
館

「
ス
パ
イ
シ
ー
カ
レ
ー
係
」
と
記

載
し
、裏
面
に
①
住
所
②
氏
名（
ふ

り
が
な
）
③
電
話
番
号
④
生
年
月

日
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
健
康

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
の
た

め
、
家
族
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

「
～
男
の
こ
だ
わ
り
～

本
格
ス
パ
イ
シ
ー
カ
レ
ー
」

「
～
健
康
講
座
～
脱
メ
タ
ボ
！

正
月
太
り
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！
」

し
す
い
タ
ウ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
を
講
師
に
迎

え
、
２
回
に
わ
た
り
本
格
的
な
カ

レ
ー
を
作
り
ま
す
。
ス
パ
イ
ス
の

効
い
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
カ
レ
ー
を

ぜ
ひ
ご
家
庭
へ
。

日
　
時
　
１
月
25
日
㈬
　
２
月
８

日
㈬
　
９
時
30
分
～
13
時
30
分

会
　
場
　
中
央
公
民
館

定
　
員
　
男
性
24
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
実
費
負
担

申
込
期
限
　
１
月
11
日
㈬
必
着

日
時
・
内
容
　〈
表
１
参
照
〉

会
　
場
　
中
央
公
民
館

定
　
員
　
24
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費
　
②
の
み
実
費
負
担

申
込
期
限
　
１
月
17
日
㈫
必
着

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、�

宛

先
　
〒
２
８
５
‐
０
９
２
２
　
中

央
台
４
‐
10
‐
１
　
中
央
公
民
館

「
健
康
講
座
係
」
と
記
載
し
、
裏

面
に
①
住
所
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）

③
電
話
番
号
④
生
年
月
日
を
ご
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　　
町
体
育
協
会
武
道
専
門
部
に
よ

る
武
道
寒
稽
古
を
開
催
し
ま
す
。

　
３
武
道
（
柔
道
・
空
手
道
・
剣

道
）
が
一
堂
に
集
ま
り
、
寒
稽
古

と
公
開
演
武
を
行
い
ま
す
。

期
　
日
　
２
月
11
日
㈯

会
　
場
　
酒
々
井
中
学
校
修
学

館
・
体
育
館

稽
　
古
　
9
時
～
（
見
学
可
、
空

手
道
・
剣
道
は
体
験
参
加
可
）

開
会
式
　
10
時
30
分
～

演
　
武
　
11
時
～

講
　
演
　
11
時
30
分
～

対
　
象
　
小
学
校
１
年
生
～
一
般

持
ち
物
　
運
動
に
適
し
た
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

主
　
催
　
町
体
育
協
会
柔
道
・
空

手
道
・
剣
道
専
門
部

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

体
育
班
☎

３
２
４

日
　
時
　
３
月
４
日
㈰
、11
日
㈰
、

18
日
㈰
、
予
備
日
25
日
㈰
、
31
日

㈯
　

会
　
場
　
四
街
道
市
総
合
運
動
公

園
テ
ニ
ス
場
　
人
工
芝
８
面

種
　
目
　
一
般
、45
歳
以
上
男
子
・

女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
55
歳
以
上
男
子

ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格
　
印
旛
郡
市
各
市
町
在

住
・
在
勤
者
（
中
・
高
生
可
）

参
加
費
　
１
組
２
，５
０
０
円（
傷

害
保
険
加
入
費
等
）

申
込
期
間
　
１
月
15
日
㈰
～

２
月
５
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　
町
テ
ニ
ス
専
門
部

今
井
☎
（
４
９
６
）
２
０
７
５

大
会
本
部
事
務
局
　
田
内
☎
０
４

７
（
４
９
２
）
２
１
０
５

伝
統
文
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
１
回
町
武
道
寒
稽
古

錬
成
大
会
・
特
別
講
演

第３回印旛郡市民
親善テニス大会

　「なぜ協働が必要なのか、どう始めれ

ば良いのか、わからない」皆さんそう思

われているのではないでしょうか。

　町では、住民と行政との協働のまちづ

くりを目指し、協働に関する理解を深め

るという趣旨のもと、「協働のまちづく

り研修会」を開催しています。　

　今回は、川北秀人氏（ＩＩＨＯＥ〔人

と組織と地球のための国際研究所〕代表）

を講師に迎え、講義をしていただきます。

　いま、住民・行政に何が求められてい

るのか、一緒に学び、考えてみませんか。

日　時　１月21日㈯　13時30分～16時

会　場　中央公民館研修室

対　象　�何らかの住民活動団体に属して

いる方

定　員　40人（申込先着順）

申込期限　１月12日㈭

申し込み・問い合わせ　住民協働課

☎ ３６１

一緒に考えて
みませんか！

『協働』って、なに？

日　　　時 内　　　容

① ２月１日㈬��10時～11時30分 適正体重・肥満と病気

② ２月22日㈬��９時30分～13時 低カロリークッキング

③ ２月29日㈬��10時～11時30分 正しい姿勢でウォーキング

④ ３月７日㈬��10時～11時30分 毎日できるストレッチ

〈表１〉健康講座内容
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「第2回 輝け！健康県ちば宣言」作品募集
～あなたの健康に対する思いを表現してみよう～

　「
傾
聴
」
と
は
、
耳
を
傾
け
て

熱
心
に
話
を
「
聴
く
」
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
一
般
的
な
障
害
へ
の

関
わ
り
・
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
子
ど
も
や
親
へ
の
関
わ

り
方
に
対
し
て
の
傾
聴
を
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
「
傾
聴
」
を
学
び
、

よ
り
良
い
人
間
関
係
・
親
子
関
係

を
築
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
１
回
目
】

日
　
時
　
１
月
30
日
㈪

　
　
　
　
10
時
～
12
時

内
　
容
　「
一
般
的
な
障
害
へ
の

関
わ
り
・
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」

【
２
回
目
】

日
　
時
　
２
月
６
日
㈪

　
　
　
　
10
時
～
12
時

内
　
容
　「
子
供
や
親
に
対
し
て

の
関
わ
り
」

講
　
師
　
眞
鍋
　
里
美
さ
ん

定
　
員
　
30
人
（
申
込
先
着
順
）

会
　
場
　
社
会
福
祉
協
議
会
２
階

会
議
室

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
か
１
日
だ
け
の
参
加
も

で
き
ま
す
。

申
込
期
限
　
１
月
20
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
で

は
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
「
菜
の
は
な
会
」
で
お
届
け
し

て
い
る
お
弁
当
を
作
り
ま
す
。

　
ま
た
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
に

つ
い
て
の
お
話
も
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
２
月
14
日
㈫

　
　
　
　
９
時
30
分
～

会
　
場
　
中
央
公
民
館
調
理
室

講
　
師
　
小
別
當
ひ
ろ
子
さ
ん
　

定
　
員
　
25
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、

筆
記
用
具

申
込
期
限
　
２
月
３
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

傾
聴
を
学
ん
で
聴
き

上
手
に
な
り
ま
せ
ん
か

体
に
や
さ
し
い
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　「健康県ちば宣言プロジェクト」は、千葉県が主

導して「日本一の健康県ちば」を宣言するだけでは

なく、県民一人ひとりが「健康宣言」を行うよう推

進し、それを健康県ちば宣言プロジェクト推進協議

会や県が支援していきます。

　そこで、この「健康宣言」の取り組みをより多く

の県民の皆様に知っていただき、健康への意識を高

めていくため、自分の健康への思いを込めた「川

柳」「絵手紙」を募集します。

部　門　①「川柳部門」　②「絵手紙部門」

カテゴリー　一般（高校生以上）、ジュニア（中学

生以下）

対　象　県内在住・在勤・在学者

条　件　未発表のものでオリジナル作品に限る

賞　品　�千葉県知事賞（宿泊券など）、各協賛団体賞

（文房具セットなど）

主　催　健康県ちば宣言プロジェクト推進協議会

応募方法　

①�川柳は必要事項を記入のうえ、官製はがきで郵送

してください。

②�絵手紙は作品の裏面に必要事項を記載、または掲

載したものを同封して郵送してください。

　�（絵手紙は作品の裏面に、氏名と作品タイトルを

忘れずに記入してください）

必要事項　郵便番号、住所、氏名、ニックネーム、

年齢、性別、電話番号、メールアドレス、作品タイ

トル、作品趣旨を記入してください。

募集期限　１月20日㈮（消印有効）

応募先　〒２６０－８６９１　日本郵便千葉支店私

書箱７号「第2回�輝け！健康県ちば宣言」係

※詳しくはホームページをご覧ください。なお、お

問い合わせはメールでお願いします。

�HP　http://www.chiba100.net/

Ｅ-mail��kenkouchiba@chiba100.net

「広報ニューしすい」に広告を掲載しませんか
このサイズで５千円。

ほかにも１万円、2万円のサイズがあります。

申し込みは掲載希望月の前々月の２５日までに

※詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、

　経営企画課までお問い合わせください。

問い合わせ　経営企画課広報広聴班�☎（496）1171 222
広告
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木造住宅の耐震診断行いませんか！
お問い合わせ・お見積もりは

TOSI建築設計 代表　佐藤利泰（一級建築士）
（千葉県知事登録　第1-1104-6595号）

酒々井町東酒々井２－２－１１７

TEL/FAX ０４３－４９６－６６０５
携      帯 ０９０－６６５４－２２９７
E - mail  tanagoya3@yahoo.co.jp



　小中学校の子どもたちが 12 月５日から８日までＪＲ、京成の両

酒々井駅や学校で『あいさつ運動』を行いました。

　この運動は、町内の小中学校で連携指導を積極的に推進しており、

その一環として年に一度『あいさつ運動』を行っているものです。

　今後も「誰にでも親しくあいさつ」をモットーに活動し、小中学

校の子どもたちの運動が町の文化になるように頑張っていきます。

問い合わせ　酒々井中学校　☎（４９６）１０４０

　「酒々井中学校人権集会」が 11 月

30 日に同校の体育館で行われ、そ

の中で同校生徒会が町社会福祉協

議会に高齢者用の「トイレ用手す

り」と「折りたたみシャワーチェア」

を寄贈しました。（右写真）

　これらは生徒会が中心となり、地

域の皆さんにもご協力をいただき

ながら、アルミ缶やプルタブ収集活

動、段ボールや古紙回収などのリサ

イクル活動で得た資金をもとに購

入したものです。

　今後も活動を継続していきますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　酒々井中学校　☎（４９６）１０４０

　昨年６月に急逝された故大野眞

さん（元千葉県議会議員）のご遺

族から酒々井町の公共福祉の向上

を図るために現金３０万円が町に

寄付されました。

　故大野元県議は平成７年から印

旛郡選出の県議として活躍され、

酒々井町はもとより県政の発展の

ため尽力されました。

　寄附金の使用にあたりまして

は、町内小中学校の子どもたちの

国際理解教育を推進するために有

効に活用させていただきます。

●●小中学校みんなで元気にあいさつ運動●●

●●●酒々井中学校のリサイクル福祉活動●●●

空き缶やプルタブなどが高齢者のために活かされます町の公共福祉の向上のため
30万円が寄付されました
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広告

アフラック（アメリカンファミリー生命保険）の
お問い合わせ、申し込みは

酒々井町中央台 3－3－1  ハイツ 7棟－302
電話：043－496－7190
携帯：090－3508－8637

募集代理店　 森　常男

広告

お問い合わせ　ポピー成田支部　0120-20-6533

核酸、コラーゲン、ヒアルロン酸、コンドロイチン、
ビタミン類（Ｃ、Ｂ1、Ｂ2、Ｂ6、Ｂ12）、亜鉛などを
含んだ栄養補助ドリンクです。

水溶性核酸ドリンク

核酸 は遺伝子を作る材料です。DNA
RNA

せっけんの種類やその働きなどを学ぶ子どもたち

　「酒々井すいすい倶楽部」主催による『酒々井新酒祭』が

11 月 27 日、飯沼本家敷地内で開かれました。

　この催しは、酒々井の魅力を多くの方と再発見することを

目的として開かれたもので、今年で６回目。年々来場者の数

も増え、今年は約３，０００人の方が会場に訪れました。

　会場では、豊年に感謝する神事が行われた後、酒蔵から搾

り出されたばかりの純米酒が振る舞われました。

　来場者は「新酒」の味を堪能すると、から揚げや焼き鳥、

焼きそばなどの肴
さかな

を出店で選んだり、室内外で行われた演奏

などを聞いたり穏やかな秋の日を満喫していました。

　「町子ども会育成会連絡協議会」主催による『水とせっけ

んの学習会』が 11 月 23 日、酒々井コミュニティプラザで開

かれ、公益活動団体など総勢２００人が参加しました。

　この学習会は「地球のために、一人ひとりができること」

をテーマに開かれたもので、水のお話、マイせっけんづくり、

リサイクルせっけん焚
た

き実演、すいとん作りなどを通して水

と自然環境を保全することの大切さを身近な体験から学びま

した。なかでも廃食油リサイクル製品は排水後の分解も速く、

分解途中で環境ホルモンを発生させないなど、環境に対する

負荷が少ないことを学ぶことができました。

　なお、この事業は「全国モーターボート競走施行者協議会」

からの助成を受け行われました。

●●●搾りたての「新酒」を堪能●●●

●●●自然環境を保全する
　　　　　　　　大切さを学習●●●
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に
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ほ
し
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で
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！

大塚　愛奈ちゃん　（伊篠）
　　　    ＜平成19年8月8日生まれ＞

214

おおつか あ い な

あ
り
が
と
う

　パークゴルフを通じて、健

康づくり・体力づくりを目的

としたオープン大会として、

「第３回町長杯パークゴルフ

大会」が 11 月 12 日、しすい

の森パークゴルフ場で開かれ

ました。

　当日は、県内外から 188 人

が参加し、選手らは一打一打

に集中しながらプレーを楽し

んでいました。

　「酒々井バドミントンミックス大会」が 11 月 6 日、

大室台小学校体育館を会場に開かれ、49 組 98 人が

参加しました。各部門とも熱戦が繰り広げられ、次

の方が上位に入賞しました。（敬称略）

【１部（上級）】

優　勝　橋本・小倉　　準優勝　藤崎・関根

第３位　大木・大木、田中・村松

【２部（中級）】

優　勝　今泉・沼沢　　準優勝　高橋・江田

第３位　中塚・五十嵐、山内・酒井

　「秋季町内野球大会」が 9月18日に開幕し、10月 23

日に総合公園で決勝戦が行われました。

　決勝戦は、ＮＷＯとＫ‘Ｓの対戦となりましたが４対

０でＮＷＯが完封勝利を飾り優勝しました。

　なお、上位入賞チームは次のとおりです。

優　勝　ＮＷＯ　　準優勝　Ｋ‘Ｓ

第３位　エラーズ、新堀

第３回町長杯
パークゴルフ大会

酒々井バドミントンミックス大会

秋季町内野球大会

広
報
12
月
号
に
掲
載
し
た
（
故
）
谷
山 

貞
様
の
名
字
を
誤
っ
て
谷
川
と
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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※受診の際は、保険証をお持ちください。

◎印旛市郡小児初期急病診療所
　（0～15歳まで）
日時

場所　佐倉市江原台2-27
　　   （佐倉市健康管理センター内）
　　　☎（485）3355
◎成田市急病診療所
場所　成田市赤坂1-3-1
　　   （成田市保健福祉館内）
　　　☎0476（27）1116
※来診希望の方は、まずお電話ください。

こども急病電話相談
毎日夜間　19時～ 22時
電話　＃8000
　　　（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

診療科目および日時

会場：保健センター

保健センター　☎（496）0090
問い合わせ

診療科目 診　療　時　間 診　　療　　日

内 科 ・
小 児 科

10時～17時
日曜・祝日

12月29日～1月3日

19時～23時 毎　　　日

外 科 10時～17時 日曜・祝日
12月29日～1月3日歯 科 10時～17時

予防接種

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・百日せき
ジフテリア破傷風混合・日本脳炎

委託医療機関で
実施中

日 内　　　容 時　間

11日㈬
乳
児
相
談

10か月児Ｈ23.2月生 10時～11時

4か月児Ｈ23.8月生 13時30分～14時30分

12日㈭
18日㈬
26日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

16日㈪ ヘルシーウォーキング 受付開始　9時10分

17日㈫ ポリオ 受付時間　13時～14時

25日㈬
3歳児健康診査

H20.6月生・7月生
受付時間

12時45分～13時15分

毎週月曜日 健康相談 9時30分～11時

月～土曜日 　19時～翌日６時
日曜・祝日

12月29日～1月3日
　９時～ 17時、
　19時～翌日６時

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
度
以
上
の
発

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身

の
症
状
と
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
せ
き
な

ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
ま
れ
に
急
性
脳
症
を
、
高
齢

者
や
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
方
で
は
、
肺

炎
を
併
発
す
る
な
ど
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
予
防
方
法
を
実
践
し
、

感
染
拡
大
を
防
止
し
ま
し
�
う
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法
」

①
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
す
る
。

② 

適
度
な
（
室
内
で
は
、
50
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
）
湿
度
を
保
持
す
る
。

③ 

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄
養
を
十
分
に
摂
取

し
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
。

④ 

人
ご
み
へ
の
外
出
は
控
え
、
外
出
す
る
場

合
は
、
不
織
布
製
の
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

短
時
間
に
と
ど
め
る
。

⑤ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出

た
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
速
や
か

に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。
無
理
を
し
て

学
校
や
職
場
に
行
く
こ
と
は
控
え
る
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

　｢

糖
尿
病
の
予
備
軍｣

と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
方
や
糖
尿
病
が
気
に
な
る
方
な
ど
を

対
象
に
、
自
分
に
必
要
な
摂
取
カ
ロ
リ
ー
や

献
立
の
立
て
方
、
運
動
方
法
な
ど
を
学
習
し

ま
す
。

日
　
時
　
①
２
月
１
日
㈬
　
②
２
月
８
日
㈬

③
２
月
15
日
㈬
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
①
糖
尿
病
と
は
？
私
の
適
正
カ
ロ

リ
ー
　
②
運
動
と
フ
�
ト
ケ
ア
、
食
品
交
換

表
で
カ
ロ
リ
ー
計
算
、
尿
検
査
（
希
望
者
の

み
）　
③
食
事
満
足
度
ア
�
プ
、
食
生
活
日

記
で
振
り
返
ろ
う

定
　
員
　
20
人
（
申
込
先
着
順
）

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
・
内
容
　︿
表
１
﹀
の
と
お
り

※
１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・
母

子
健
康
手
帳
副
読
本

費
　
用
　
無
料

申
込
方
法
　
マ
タ
ニ
テ
�
ク
ラ
ス
は
１
月
26

日
㈭
ま
で
に
、
マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
は
２
月
17

日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う

糖
尿
病
予
防
教
室

マ
タ
ニ
テ
�
ク
ラ
ス

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス

〈表１〉
日　　　　時 内　　　　容

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

1月31日㈫
13時30分～15時30分

妊娠のしくみ、母乳栄養
について

2月 7日㈫
13時30分～15時30分

妊娠中の栄養、離乳食に
ついて

2月14日㈫
13時30分～16時

妊娠後期の過ごし方、分
べんのしくみ

2月21日㈫
13時30分～16時

赤ちゃんの保育、先輩マ
マとの交流、妊娠中の歯
の健康

＜ママパパクラス＞
2月25日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験、もく
浴、調乳実習、２人で行
う妊婦体操



納付期限
　 １月31日㈫まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
町 ・ 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

第 4 期
第 7 期
第 7 期

１月の

【手話学習会・座談会】

①日時　１月７日㈯
　　　　13時30分～ 16時
　会場　佐倉市中央公民館
②日時　１月15日㈰
　　　　13時30分～ 16時
　会場　成田市中央公民館
【手話サロン】

③日時　１月20日㈮
　　　　13時30分～ 16時
　会場　町社会福祉協議会
①・②・③ともに参加費　無料

（初めての方は教材費1,000円が必要と
なります）
※すべてを要約筆記（話を要約して、
スクリーンに映す）でサポートします。
※申し込みは不要で、だれでも参加で
きます。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会印旛香取事務所

（４６１）６５３３

　心の悩みなどで日中の活動場所がな
い方、気軽にご利用ください。
日時　毎月第４木曜日　11時～ 14時
会場　中央公民館１階和室（２月は保
健センター調理室）
対象　心の悩みや問題のある方
参加費　実費(菓子代200円程度）

（2月の調理実習では材料費代）
持ち物　昼食、印鑑
問い合わせ　いんば障害者相談センター
担当：佐藤☎０４７６( ９９) ２５０１

　自動車損害賠償責任保険や任意の自
動車保険の保険金請求について、専門
員による無料相談を行っています。
電話相談　月曜日～金曜日（祝日を除
く）９時～ 12時、13時～ 17時
弁護士相談　第1・2・3水曜日13時～
16時（予約制で面談のみ）
問い合わせ　千葉自動車保険請求相談
センター☎（２８４）７９５５

　ハイキングで健康を維持し、自然を
満喫しませんか。
活動内容　毎月２回の定例活動の他オ
プション活動も随時行っています。中
央公民館前から貸し切りバス利用
入会資格　町在住または在勤の方
会費　入会金1,000円、年会費1,400円、
スポーツ安全保険料　年1,850円
※活動費はその都度集金します。
申し込み・問い合わせ　小林☎（４９６）
２１４０、安達☎（４９６）５３１２

【活動内容】★防犯情報の発信
★防犯パトロール★防犯キャンペーン
★学童のガード★会員の親睦
申し込み・問い合わせ　　
佐藤☎（４９６）４１３１
勝間☎（４９６）７００２

中途失聴・難聴者のみなさんへ

18

仲間になりませんかフリースペースを利用しませんか

「酒々井ハイキングクラブ」会員募集

「ブルドックス」会員募集

交通事故無料相談

相
　
談
　
名

日
　
時
・
会
　
場

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　
な
ど

心
配
ご
と
相
談

5
・
19
日
㈪
　
13
時
～
16
時

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

法

律

相

談

12
・
26
日
㈭
　
13
時
～
16
時

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

※
電
話
予
約
制
で
す
。
事
前
に
申
し
込
み
を
。

（
先
着
順
１
日
６
件
ま
で
）

人

権

相

談

10
日
㈫
　
13
時
～
16
時

役
場
西
庁
舎
２
階
会
議
室

人
権
推
進
課
人
権
啓
発
班
☎

３
３
２

身
体
障
害
者
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
５

相
談
員
・
鈴
木
秀
子
さ
ん
、
長
野
み
ち
子
さ
ん

知
的
障
害
者
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
５

相
談
員
・
福
田
美
千
代
さ
ん

障
害
者
差
別
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
６
）
５
９
９
１

（
２
２
２
）
４
１
３
３

子
ど
も
相
談（
町
）

10
日
㈫
　
13
時
～
16
時

役
場
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
４

子
ど
も
相
談（
県
）

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
16
時

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

家
庭
児
童
相
談
室

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課

☎
（
４
８
３
）
１
１
２
０

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

就
学
・
教
育
相
談

月
～
金
曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）

９
時
～
17
時

学
校
教
育
課
学
校
教
育
班
☎

３
１
２

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

家
庭
教
育
相
談

毎
週
木
・
金
曜
日
（
祝
休
日
を

除
く
）
９
時
～
17
時

社
会
教
育
課
社
会
教
育
班
☎

３
２
２

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談

6
・
20
日
㈮
　
10
時
～
15
時

役
場
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

産
業
課
商
工
観
光
班
☎

１
４
４

子
育
て
電
話
相
談

岩
橋
保
育
園
　
月
～
金
曜
日

（
祝
休
日
を
除
く
）９
時
～
17
時

月
曜
日
は
栄
養
相
談
も

中
央
保
育
園
　
随
時

岩
橋
保
育
園
☎
（
４
８
１
）
７
０
２
１

中
央
保
育
園
☎
（
４
９
６
）
１
２
７
４



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（７時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）
　　　 （1月12日㈭～）

毎週日曜日開催（1月22日㈰～）

　より多くの方に大正琴の楽しさを味
わっていただくとともに、このたびの
震災で被災された方への義援金を募
り、日本赤十字社酒々井町分区を通じ
寄付いたします。
日時　１月29日㈰　13時開場
　　　13時30分開演
会場　プリミエール酒々井
入場料　無料
後援　町、教育委員会、社会福祉協議会
問い合わせ　アンサンブル・しすい　
代表：高橋☎（４９６）６８０２

　近年、家族（親族）で故人を偲び火
葬のみを行う方が増えています。
　さくら斎場では、10時の火葬に限
り、火葬前に1時間以内で、告別式等
のお別れができます。
利用場所　第３告別式（特別使用）
使用料　５，２５０円
利用時間　９時～ 10時
利用条件　①故人または申請者が佐倉
市、四街道市、酒々井町に居住の方
②原則、家族（親族）のみでの利用
③人数は、20人以内
※当斎場職員による儀式関係への手伝
いは行いません。詳しくはお問い合わ
せください。
問い合わせ　佐倉市、四街道市、酒々
井町葬祭組合さくら斎場☎（４８４）
０８４６

　県では、地域の意見を反映した「川
づくり」を行うため、流域懇談会を開
催します。
　一般の方の傍聴もできますので、お
問い合わせください。
日時　１月25日㈬
　　　13時30分～ 15時30分
会場　千葉県印旛合同庁舎２階大会議
室（佐倉市鏑木仲田町８番１）
内容　鹿島川改修事業の事業再評価等
問い合わせ　千葉県印旛土木事務所調
整課☎（４８３）１１４６

　東金労働基準協会では、東金労働基
準監督署管内の事業所を対象として労
働安全衛生法で義務付けられている資
格を取得するための各種講座等を実施
しています。
期日　①２月16日㈭　②２月24日㈮
会場　のぎくプラザ（山武市殿台290-1）
内容　①危険予知訓練（ＫＹＴ）②監
督署、安定所に提出する各種届出関係
講習会　※講座は有料です
申込方法　２月10日㈮までに東金労働
基準協会に電話でお申し込みください。
問い合わせ　東金労働基準協会
☎０４７５（５２）１０６１

日時　１月28日㈯　13時～ 16時
会場　成田市中央公民館
対応者　弁護士、社会保険労務士、ソー
シャルワーカー他
費用　無料　予約不要、当日受付
問い合わせ　千葉中央法律事務所
☎（２２５）４５６７　

　総務省、経済産業
省では、２月１日現
在で、全国すべての
企業・事業所を対象
とした「経済センサ
ス ‐ 活動調査」を実施します。
　支社等のない事業所には、１月31
日㈫までに調査員が直接訪問し調査票
を配布します。
　また、支社等を有する企業には、国、
県が民間事業者を通じて本社等に調査
票が郵送されます。
　調査票が配布されたら、必要事項を
記入のうえ、２月１日㈬以降に提出し
てください。
※この統計調査は「統計法」に基づい
て実施する報告義務のある基幹統計調
査です。
※調査表の記入方法については、専用
コールセンター ０１２０（４４）
１０３４または☎０３（６８３０）１
０３４にお問い合わせください。
問い合わせ　経営企画課広報広聴班
☎ ２２２

　ハローワーク成田では福祉、介護の
仕事を希望する方（50人）を対象に
就職面接会を開催します。希望者はご
連絡ください。
日時　２月１日㈬　14時～ 16時（受
付13時30分～ 14時）
会場　成田市中央公民館
連絡先・問い合わせ　ハローワーク成
田福祉人材コーナー☎０４７６（２７）
８６０９

さくら斎場の利用案内

東金労働基準協会からのご案内

日本経済の「いま」を教えてください

労災職業病なんでも相談会

時間　9：00 ～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
※子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（1月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

餅つき(要予約、10組限定)
身体測定 11日㈬ 親子で体操 11日㈬

乳幼児と

保護者
読み聞かせ 18日㈬

人形劇(要予約、10組限定)
身体測定 19日㈭ 身体測定 25日㈬

経済センサス－活動調査
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催 　 　 し

お 知 ら せ

「福祉のしごと」面接会開催

「第7回　手賀沼・印旛沼・根木名
川圏域流域懇談会　印旛沼部会」

第6回琴城流大正琴千葉雅会支部
チャリティーコンサート

日時　１月10日㈫、24日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣

日時　１月10日㈫、24日㈫
　　　10時～11時30分　
会場　しすいあいあいルーム
　　　（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班
☎　３７１内

育児のアドバイス
｢あいあいデー｣
育児のアドバイス
｢あいあいデー｣



◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

プリミエール酒々井休館日 1月1 ～４・10・16・23・30日 問（496）8681

図書館館内整理日　19日（木）図書館のみ休館　問（496）8682

1月

休日窓口開庁日　29日（日）8:30 ～ 12:00

【住民課】 住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸
籍届書の受付（転入・転出等の住民異動に係るも
のは除く）

【税務課】 納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税
相談、収納（町税・国民健康保険税）
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義援金配分未申請の方へ追加配分

　千葉県災害義援金配分委員会では、東日本大震
災における住家の一部損壊世帯に対する義援金の
追加申請を受け付けます。まだ申請をされていな
い方は、申請手続きをしてください。
用意するもの　印鑑、被害状況がわかる写真、振
り込み先口座番号のわかるもの
申請期限　平成 24 年１月 31 日㈫
申請・問い合わせ　健康福祉課福祉班☎　１３３内
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と杵を使ってもちつきにチャレンジ（酒々井小学校）

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

4㈬ 役場等公共施設業務開始 12月号7

5㈭
中央公民館、プリミエール、コミュニ
ティプラザ、隣保館業務開始

12月号7

9㈪ 成人式 12月号１３

10㈫ 農業委員会委員選挙人名簿登載申請期限 10

12㈭
昭苑保育園入園受付・面接（～13日） 11

おはなし会（15時30分～図書館）

14㈯ 町駅伝競走大会 12月号１３

15㈰ 親子たこづくり教室・たこあげ大会 12月号１２

17㈫ 中央保育園入園受付・面接 11

18㈬ 岩橋保育園入園受付・面接（～19日） 11

20㈮ 大室台小学校区入学説明会 11

21㈯ 協働のまちづくり研修会 12

22㈰ おはなし会（15時～図書館）

27㈮ 酒々井小学校区入学説明会 11

「つきたてもち」のおいしさに笑顔がこぼれました
（大室台小学校）

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問
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